
卯う
づ
き月　

第
６
８
６
号

自
然
災
害
の
多
い
日

本
。
三
月
十
一
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら

七
年
が
経
っ
た
。
ま
た
九
州
北
部
豪
雨
や

霧
島
連
山
新
燃
岳
の
噴
火
。
季
節
は
ず
れ

の
豪
雪
な
ど
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が

後
を
絶
た
な
い
。
被
災
地
で
は
未
だ
に
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
不
安
な
日
々

を
送
っ
て
い
る
方
が
多
い
▼
自
然
は
数
多

の
恵
み
を
育
む
一
方
で
、時
に
荒
れ
狂
う
。

古
代
の
人
々
は
こ
の
自
然
の
摂
理
を
熟
知

し
自
然
そ
の
も
の
に
神
を
見
出
し
、畏
怖

畏
敬
の
念
で
祀
っ
て
き
た
▼
そ
の
祀
り
・
祈

り
と
は
豊
作
の
た
め
に
自
然
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
な
い
祈
り
。
ま
た
そ
れ
に
感
謝
す

る
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
▼
近
年
、異
常
気

象
が
全
国
各
地
で
頻
発
し
混
乱
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
自
然
と
の
共

生
や
古
代
の
人
た
ち
が
抱
い
て
い
た
自
然

観
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
▼
自
然
そ
の

も
の
に
神
を
見
出
す
感
覚
、こ
の
感
覚
は

こ
れ
か
ら
の
時
代
私
た
ち
に
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
与
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
先

人
と
同
じ
感
覚
を
持
つ
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、時
代
が
変
わ
ろ
う
と
自
然

の
も
た
ら
す
も
の
に
対
し
て
、畏
怖
畏
敬

の
念
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。	

（
中
）

第
56
回
　
若
布
献
上

沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
を
修
復

神
宮
神
宝
よ
り
紐
解
く

神
宝
館
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よ
り
・
造
営
日
記

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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三
月
二
十
七
日
、二
十
八
日
、
早
春
の

玄
界
灘
天
然
若
布
を
賢
所
、天
皇
皇
后
両

陛
下
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮

家
、秋
篠
宮
家
、高
円
宮
家
、常
陸
宮
家
、

寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
へ
葦
津
宮
司
、随

行
神
職
一
名
ま
た
、宗
像
漁
業
協
同
組
合

よ
り
高
橋
義
則
氏
、河
邉
英
二
氏
が
宮
中

へ
参
内
し
、恙
無
く
献
上
申
し
上
げ
た
。

皇
室
へ
の
献
上
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

始
ま
り
、本
年
で
五
十
六
回
目
を
数
え
る
。

今
年
の
若
布
の
生
育
は
順
調
で
、二
月

二
十
日
頃
よ
り
地
島
沖
に
て
採
り
始
め
、

濃
緑
で
磯
の
香
り
の
強
い
良
質
な
若
布
が

採
取
さ
れ
、伝
統
的
な
技
法
で
奉
製
さ
れ

玄
界
灘
の
天
然
若
布
を

皇
室
へ
献
上

た
乾
燥
若
布
が
三
月
三
日
当
社
に
納
め
ら

れ
献
上
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

二
十
六
日
の
九
時
五
十
分
、本
殿
に
て

奉
告
祭
を
斎
行
し
出
社
し
た
。
福
岡
空
港

で
は
献
上
者
を
は
じ
め
、毎
年
若
布
を
運

ん
で
い
た
だ
く
全
日
本
空
輸（
株
）の
方
々

が
参
列
し
、当
社
巫
女
よ
り
客
室
乗
務
員

へ
の
手
渡
し
式
が
行
わ
れ
、若
布
は
機
内
へ

運
ば
れ
上
京
し
た
。

二
十
七
日
、献
上
当
日
午
前
九
時
三
十

分
桔
梗
門
よ
り
宮
中
へ
参
内
。
葦
津
宮
司

が
若
布
献
上
の
旨
を
言
上
、賢
所
、天
皇

皇
后
両
陛
下
に
献
上
申
し
上
げ
た
。
宮
中

を
辞
し
た
一
行
は
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
を

始
め
各
宮
家
、寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
へ

献
上
申
し
上
げ
、宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉

賛
会
春
の
重
儀「
若
布
献
上
の
儀
」を
無

事
に
終
え
た
。

地
島
の
天
然
ワ
カ
メ

三
月
十
三
日
、皇
室
へ
献
上
す
る
若
布

を
例
年
採
取
し
て
い
る
地じ

の

島し
ま

へ
と
ワ
カ
メ

第56回　若布献上

第
56
回 

若
布
献
上

地島は周囲 9.3 キロメートル、泊地区と白
浜（豊岡）地区の 2つの集落に 160 人程
が暮らす。住民の殆んどが漁業従事者で、
ワカメ、ウニ、アワビなどが特産。島内に
は約 6,000 本の椿が自生している。

花をつけ見頃を迎えた椿

献上用若布の袋詰め作業

厳島神社
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な
っ
た
。
玄
界
灘
と
響
灘
の
潮
が
ぶ
つ
か

り
合
う
地
島
の
海
は
肉
厚
で
良
好
な
ワ
カ

メ
が
育
つ
と
言
う
。
毎
年
皇
室
に
献
上
し

て
い
る
ワ
カ
メ
は
解
禁
前
に
新
芽
の
部
分

を
採
取
し
特
別
に
奉
製
さ
れ
て
い
る
。
漁

師
た
ち
は
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包

み
、鎌
を
手
に
海
へ
と
潜
り
一
本
一
本
、ワ

カ
メ
を
刈
り
取
っ
て
行
く
。
波
や
風
が
強

い
日
に
は
漁
が
出
来
ず
、な
ぎ
の
日
を
待
っ

て
漁
を
行
な
う
。
刈
り
取
ら
れ
た
ワ
カ
メ

は
漁
港
に
降
ろ
さ
れ
、選
別
、湯
通
し
、茎

取
り
、塩
蔵
な
ど
の
工
程
を
経
て
、パ
ッ
ク

詰
め
さ
れ
て
塩
ワ
カ
メ
と
な
る
。

今
回
、献
上
若
布
の
奉
製
は
日
程
が
合

わ
ず
取
材
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
地
島
の

塩
ワ
カ
メ
製
造
の
現
場
を
見
せ
て
頂
い
た
。

何
気
な
く
食
べ
て
い
た
ワ
カ
メ
だ
が
、口
に

入
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
人
の
手
間
や
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
宗
像
の
春
の
絶
品

食
材「
地
島
天
然
わ
か
め
」是
非
、一
度

お
試
し
下
さ
い
。

漁
の
取
材
に
入
っ
た
。

神
湊
か
ら
地
島
行
き
の
第
一
便
・
午
前

七
時
四
十
五
分
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
、
約

十
五
分
で
、
地
島
・
泊
漁
港
へ
と
到
着
し

た
。
港
で
は
地
島
小
学
校
の
生
徒
四
～
五

名
が「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
船
か

ら
降
り
て
き
た
一
人
一
人
に
声
を
か
け
元

気
な
挨
拶
で
迎
え
て
く
れ
た
。
聞
け
ば
、

挨
拶
を
し
て
い
る
の
は
島
外
か
ら
地
島
小

学
校
に
通
う
漁
村
留
学
生
で
、島
内
で
共

同
生
活
を
行
い
、毎
朝
、港
で
挨
拶
を
行

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ワ
カ
メ
漁
の
取
材
ま
で
に
は
ま
だ
早
く
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど
も
無
い
よ
う
な
の

で
歩
い
て
島
内
を
巡
る
こ
と
に
。
宗
像
三

女
神
を
祀
る
厳
島
神
社
や
、沖
ノ
島
展
望

台
、つ
ば
き
ロ
ー
ド
と
い
う
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
も
あ
り
、い
た
る
と
こ
ろ
で
自
生
す
る

椿
が
花
を
つ
け
、見
頃
を
迎
え
て
い
た
。

ワ
カ
メ
漁
は
毎
年
、
三
月
～
五
月
頃
ま

で
行
な
わ
れ
、
近
年
は
三
月
一
日
に
解
禁

さ
れ
て
お
り
、今
年
も
三
月
一
日
解
禁
と

第56回　若布献上

水揚げされたワカメは、一つ一つ
メカブの部分と切り分ける選定作業を行なう湯通しされると、真っ黒なワカメが一瞬で鮮やかな緑色に

湯通し後、茎の部分を一つ一つ手作業で切り取っていく
元気な挨拶で迎える
地島小学校の児童
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沖ノ島出土の国宝を修復

沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
二
十
六
件
を
修
復

去
る
三
月
二
十
一
日
、平
成
二
十
七
年
よ
り
三
ヵ

年
の
保
存
修
理
を
行
っ
て
い
た
、
沖
ノ
島
出
土
の
国

宝
　
二
十
六
件（
二
七
五
点
）が
修
復
を
終
え
、輝
き

を
取
り
戻
し
、神
宝
館
へ
と
返
却
さ
れ
た
。

沖
ノ
島
出
土
の
神
宝（
八
万
点
）は
昭
和
五
十
六

年
～
平
成
四
年
に
か
け
て
保
存
修
理
を
行
な
っ
て
い

る
が
、金
属
製
品
を
中
心
に
経
年
劣
化
が
進
み
、一

部
は
毀
損
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
平

成
十
三
年
度
に
金
庫
か
ら
再
発
見
さ
れ
平
成
十
五

年
度
に
国
宝
に
追
加
指
定
さ
れ
た
品
々
の
中
に
は
、

保
存
修
理
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、保

存
対
策
の
必
要
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
か
ら
文
化
庁
指
導
の
も
と
福
岡

県
・
宗
像
市
文
化
財
担
当
者
と
協
議
を
進
め
、修
理

対
象
と
な
る
沖
ノ
島
出
土
の
神
宝
一
〇
八
件
を
選
定
。

緊
急
性
の
高
い
神
宝
か
ら
着
手
す
る
形
で
三
期
十
年

に
及
ぶ
保
存
修
理
計
画
を
策
定
。
平
成
二
十
七
年
四

月
よ
り
第
一
期
三
ヵ
年
の
保
存
修
理
事
業
が
開
始
さ

れ
、今
年
三
月
に
金
銅
製
雛
形
品
、馬
具
、鉄
製
の

冑
や
斧
な
ど
の
修
理
が
完
了
し
た
。

返
却
日
に
は
、修
理
を
委
託
し
た
公
益
財
団
法
人

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
・
塚
本
敏

夫
氏
を
お
呼
び
し
、記
者
発
表
。
Ｃ
Ｔ
画
像
な
ど
を

用
い
た
処
理
前
調
査
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
樹
脂
含
浸

の
処
理
、保
存
台
作
成
な
ど
三
年
に
亘
る
保
存
処
理

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
神
宝
の
一
部
を
報
道
陣

に
公
開
し
た
。

今
後
も
引
続
き
第
二
期
、第
三
期
と
保
存
修
理
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

修
理
品
一
覧
　

　
・
金
銅
製
雛
形
五
弦
琴	

（
5
号
遺
跡
出
土
）

　
・
金
銅
製
雛
形
琴
を
は
じ
め
と
す
る
金
銅
製
品

	

（
5
号
遺
跡
出
土
）

　
・
金
銅
製
鞍
縁
金
具	

（
7
号
遺
跡
出
土
）

　
・
衝
角
付
冑
残
欠	

（
7
号
遺
跡
出
土
）

　
・
鋳
造
鉄
斧
残
欠	

（
7
号
遺
跡
出
土
）

　
・
金
銅
製
人
形
、金
銅
製
雛
形
紡
織
具

	

（
22
号
遺
跡
出
土
）

　
・
金
銅
製
雛
形
銅
鋺	

（
1
号
遺
跡
出
土
）

修理完了した神宝
（上より金銅製雛形琴、金銅製雛形五弦琴、金銅製人形・金銅製雛形紡織具）
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神宮神宝より紐解く

装
束
神
宝
奉
献
の
経
緯（
三
）

室
町
期
に
お
け
る
戦
国
時
代
約
一
二
〇
年
間
の
正

遷
宮
の
中
絶
は
調
進
資
料
の
散
逸
や
調
製
記
録
の
混

乱
を
招
き
、更
に
は
神
祇
官
庁
の
退
廃
な
ど
に
よ
り

畏
れ
多
い
事
な
が
ら
質
の
低
下
し
た
装
束
神
宝
が
調

進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
皇
大
神
宮
で

は
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）第
四
十
一
回
式
年
遷

宮
が
一
二
三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、豊
受
大
神
宮
で
は

永
禄
六
年（
一
五
六
三
）第
四
十
回
式
年
遷
宮
が

一
二
九
年
ぶ
り
に
共
に
再
興
さ
れ
ま
す
が
、再
興
後

の
奉
献
で
は
そ
れ
迄
行
わ
れ
て
い
た
神
宝
使
や
本
様

使
の
参
向
が
寛
正
三
年（
一
四
六
二
）の
第
四
十
回
皇

大
神
宮
以
降
は
遂
に
廃
止
と
な
り
行
事
官
の
み
の
参

向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
様
な
な
か
、調
進
の
品
目

で
は
豊
受
大
神
宮
の
神
宝
に
、「
御お

ん
か
ん
む
り冠

」「
御お

ん
し
ゃ
く笏

」

「
御お

ん

高た
か

機は
た

」等
一
八
種
三
二
点
が
加
進
さ
れ
、御
料
調

製
の
仕
様
基
準
で
あ
る『
延
喜
式
』に
記
載
の
御
料
と

は
異
な
る
様
式
の
品
々
が
奉
献
さ
れ
ま
す
。
こ
の
あ

と
更
に
時
代
が
下
り
江
戸
期
に
な
り
ま
す
と
、御
料

調
製
の
用
務
は
世
襲
制
に
よ
る
専
門
技
術
者
へ
の「
職

方
世
襲
」で
の
調
製
が
約
二
〇
〇
年
間
続
き
、こ
れ

ら
の
方
法
に
よ
っ
て
調
製
の
伝
承
が
細
々
で
は
あ
り

ま
す
が
、そ
の
命
脈
が
保
た
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
入
り
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）に
勅

令
第
一
〇
二
号
に
よ
っ
て
殿
舎
の
造
替
、
装
束
神
宝

調
進
事
務
の
監
督
官
庁
と
し
て「
造ぞ

う
じ
ん
ぐ
う

神
宮
使し

廳ち
ょ
う

」の

官
制
が
布
か
れ
、同
庁
内
に「
御
装
束
神
宝
古
儀
調

査
会
」と
称
す
る
公
式
の
機
関
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

三
月
の
第
一
回
か
ら
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）六
月
の

第
五
回
ま
で
、時
代
の
流
れ
と
共
に
変
節
を
極
め
た

御
料
調
製
の
あ
り
方
を
古
儀
に
則
し
た
正
し
い
姿
形

に
復
古
す
べ
く
有
識
者
に
よ
る
調
査
と
審
議
が
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
会
に
よ
る
答
申
の
結
果
は

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）第
五
十
八
回
式
年
遷
宮
に
お

け
る
装
束
神
宝
の
厳
格
な
る
調
製
基
準
を
定
め
た
仕

様
書
と
一
連
の
詳
細
な
る
調
製
図
面
と
し
て
制
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
辛
苦
を
重
ね
た
調
査
に
つ
い
て
造
営

庁
の
大
先
輩
で
あ
る
造
神
宮
使
廳
井
上
清
技
師
は
そ

の
記
述
の
中
で「
寶
物
の
参
考
品
と
し
て
は
正
倉
院
・

帝
室
博
物
館
及
び
官
國
弊
社
の
蔵
品
や
、個
人
の
所

蔵
品
に
到
る
迄
恰
く
實
見
し
、又
多
數
の
参
考
書
に

つ
い
て
詳
細
に
之
を
研
究
し
、
必
要
に
應
じ
て
は
そ

の
撮
影
及
實
測
圖
を
作
製
す
る
と
共
に
神
宮
司
廳
の

職
員
其
他
有
識
の
士
を
聘
し
て
種
々
諮
問
し
、數
回

の
會
議
を
開
い
て
愼
重
に
審
議
を
遂
げ
。
先
ず
御
物

の
種
類
・
品
目
・
數
量
を
正
し
更
に
藝
術
的
見
地
よ

り
形
状
・
文
様
・
材
料
の
撰
澤
・
施
工
の
方
法
等
に

亘
り
精
細
な
攻
究
を
行
っ
た
」と
記
し
て
い
ま
す
。こ

こ
で
制
定
さ
れ
た
詳
細
な
調
製
仕
様
は
こ
れ
以
降
の

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）の
第
五
十
九
回
よ
り
今

回
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）の
第
六
十
二
回
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

６

元
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
　
釆
野
　
武
朗

神
宮
神
宝
よ
り

紐
解
く

御高機（豊受大神宮神宝） 神宮司庁提供



【
紙
に
書
か
な
い
古
文
書
３
】

文
字
は
紙
に
書
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
回
は

杉
板
四
枚
に
書
か
れ
た
本
殿
造
営
の
詳
細
な
記
録
で

あ
る
置お

き

札ふ
だ

。
現
存
す
る
辺
津
宮
本
殿
に
納
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
、造
営
の
年
代
・
経
緯
に
つ
い
て
の「
動

か
ぬ
証
拠
」
で
あ
る
。
四
枚
と
も
に
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）六
月
朔
日
の
日
付
で
、造
営
を
成
し
遂

げ
た
宗
像
大
宮
司
氏
貞
の
重
臣
八
人
が
名
を
連
ね

る
。
宗
像
の
人
々
の
篤
い
信
仰
造
営
の
直
接
史
料
で

あ
り
、神
宝
館
で
の
展
示
再
開
を
俟
ち
た
い
。

１
．造
営
置
札

弘
治
三
年（
一
五
五
七
）に
焼
失
し
た
本
殿
を
再

建
す
る
ま
で
の
二
十
年
間
の
、宗
像
大
社
を
取
り
巻

く
戦
国
時
代
の
厳
し
い
政
治
・
軍
事
情
勢
、神
の
御

加
護
に
よ
る
仏
師
と
の
出
会
い
や
、造
営
費
用
と
な

る
難
破
船
と
そ
の
積
荷
の
獲
得
な
ど
を
書
き
連
ね
て

お
り
、「
実
録
！
本
殿
再
建
」で
あ
る
。

２
．棟
上
置
札

天
正
五
年
十
一
月
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
た
本
殿

上
棟
祭
の
参
列
者
、設
え
、祝
儀
と
、造
営
の
部
材

費
用
や
人
夫
手
間
賃
な
ど
が
書
か
れ
、宗
像
郡
全
域

の
人
々
が
協
力
し
て
い
る
。

３
．寄
進
置
札

造
営
費
用
と
し
て
、銭
、米
、織
物
、刀
、釘
、鉄

な
ど
を
寄
進
し
た
人
々
の
名
前
を
書
き
連
ね
る
。
ま

た
、造
営
中
に
難
破
船
積
荷
を
度
々
獲
得
し
て
費
用

に
宛
て
た
こ
と
も
わ
か
る
。

４
．遷
宮
置
札

天
正
六
年
の
遷
宮
祭
の
荘
厳
な
本
殿
装
飾
の
様

子
、式
次
第
、参
列
者
の
配
置
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

伎
楽
衆
を
大
宰
府
か
ら
招
き
、能
の
翁
舞
は
宗
像
大

社
に
属
す
る
亀
石
大
夫
が
演
じ
て
い
る
が
、こ
の
時

の
翁
面
を
神
宝
館
で
展
示
し
て
い
る
。　
　

  （
河
）

6

神
宝
館
だ
よ
り
12

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

中
津
宮
本
殿 

亀
腹
を
修
復

県
指
定
有
形
文
化
財（
建
造
物
）で
あ
る
、
中

津
宮
本
殿
亀
腹
が
経
年
劣
化
の
た
め
二
月
上
旬
に

修
復
を
行
な
っ
た
。

中
津
宮
本
殿
は
平
成
七
年
度
か
ら
八
年
度
に
か

け
て
解
体
修
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、そ
の
際
亀
腹

修
復
も
な
さ
れ
た
が
、二
十
年
余
り
が
経
過
し
劣

化
が
著
し
く
修
復
の
運
び
と
な
っ
た
。

修
復
は
、既
存
亀
腹
の
漆
喰
を
除
去
し
た
後
、

モ
ル
タ
ル
で
下
地
調
整
を
行
い
、
新
た
な
漆
喰
で

表
面
を
仕
上
げ
た
。 造

営
日
記
40

修復前

棟上置札

本殿造営置札

修復後



歌
の
題
「
は
じ
め
」
と
あ
れ
ば
書
棚
よ
り
古
事
記
と
り
出
し
ぬ
は
じ
め
に
神
あ
り	

山
﨑　
公
俊

題
詠
を
求
め
ら
れ
た
作
者
か
、
読
ん
だ
作
品
の
歌
な
ら
詠
み
方
を
変
え
て
。
そ
こ
が
分
か
る
と
良
い
。

わ
が
庭
の
剪
定
し
た
る
梅
の
枝
に
居
間
で
花
咲
く
二
月
の
初
め	

萩
原　
　
勉

剪
定
し
た
枝
に
命
を
見
た
の
だ
。〈
剪
定
を
し
た
る
梅
の
枝
活
け
お
け
ば
居
間
で
花
咲
く
二
月
の
初
め
〉。

す
こ
や
か
に
こ
の
ひ
と
と
せ
を
す
ご
す
べ
く
竹
の
柄
杓
で
若
水
を
飲
む	

佐
々
木
和
彦

新
年
の
祈
り
。
端
整
な
歌
の
形
だ
が
、
三
句
〈
す
ご
し
た
し
〉
と
三
句
切
れ
に
す
る
と
作
者
が
見
え
る
。

当
然
の
如
く
に
二
月
の
庭
に
咲
く
梅
は
根
に
も
つ
蓄
え
見
せ
ず	

森　
　
龍
子

根
の
太
い
古
木
の
梅
だ
ろ
う
。〈
つ
ね
の
ご
と
二
月
の
庭
に
梅
が
咲
く
太
き
根
ほ
ど
に
花
の
あ
ら
ね
ど
〉。

か
も
下
り
坂
な
る
わ
が
ひ
と
世
秋
落
日
に
に
て
加
速
せ
む	

池
浦
千
鶴
子

入
日
を
見
て
感
傷
的
な
気
分
に
な
っ
た
作
者
だ
が
、
ま
だ
大
丈
夫
。
四
句
〈
似
て
～
〉
と
漢
字
に
。

む
り
に
強
ひ
食
介
し
て
ゐ
る
わ
れ
な
る
も
母
に
生
き
む
の
意
欲
は
知
れ
ず	

北
野
カ
ズ
ミ

悲
し
い
介
護
。〈
介
護
食
無
理
強
い
す
れ
ど
老
い
母
に
生
き
る
意
欲
の
し
る
し
は
見
え
ず
〉
と
し
た
。

樽た
る
桶お
け
に
酵こ
う
ぼ母
匂に
お
ふ
蔵く
ら
び
ら開
き
バ
ツ
カ
ス
醸か
も
す
潤う
る
おひ
の
酒	

秋
𠮷　
嘉
範

酵
母
の
匂
い
の
気
づ
き
が
良
い
、〈
酵
母
の
～
〉
と
助
詞
を
。
下
句
〈
酒
神
の
醸
し
し
酒
に
潤
ふ
〉。

眼
裏
に
髙
き
鉄や
ぐ
ら塔
と
索
道
が
わ
ら
び
取
り
い
し
浦う
ら
ん
た
に谷顕
つ	

山
本　
静
子

鉄
塔
、
索
道
の
具
体
が
懐
か
し
い
。〈
索
道
と
高
き
鉄
塔
が
眼
に
浮
か
ぶ
蕨
取
り
い
し
浦
谷
思
へ
ば
〉。

振ふ

り
向
け
ば
大
き
な
夕
陽
山
の
端は

に
睦む
つ
き月

の
街
を
オ
レ
ン
ジ
に
染そ

む	

本
田
エ
リ
ナ

オ
レ
ン
ジ
色
と
夕
陽
が
華
や
か
。
二
句
以
下
〈
山
の
端
に
か
か
る
大
夕
陽
～
染
め
て
〉。

膝
着
き
て
草
取
る
垣
の
外
の
声
急
に
ひ
そ
ま
り
高
笑
い
と
な
る	
吉
﨑
美
沙
子

何
を
話
し
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
作
者
、
高
笑
い
が
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。
初
句
の
着
く
は
突
く
が
。

夕
食
に
友
の
作
り
し
白
菜
漬
う
ま
し
う
ま
し
と
夫
と
い
た
だ
く	
大
和
美
由
紀

友
人
の
作
っ
た
白
菜
漬
け
に
感
謝
す
る
作
者
。
旨
さ
を
白
菜
漬
け
の
描
写
で
表
現
で
き
る
と
良
い
。

鉛
筆
も
扱
い
方
で
芯
折
れ
る
消
し
ゴ
ム
さ
え
も
消
せ
ぬ
ブ
ラ
ッ
ク	

早
川　
祥
三

消
せ
な
い
ほ
ど
の
鉛
筆
の
黒
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
暗
喩
か
。
読
者
に
分
か
り
易
い
詠
み
方
を
考
え
て
。

蝋
梅
を
こ
ぼ
し
て
月
の
食く

わ
れ
け
り	

早
川　
祥
三

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
り
て
正
義
あ
り
ひ
と
つ
な
ら
ざ
る
正
義
と
ふ
も
の

正
義
と
は
ひ
と
つ
な
ら
ね
ば
ゆ
ら
ゆ
ら
に
揺
ら
ぐ
日
あ
ら
ん
テ
ミ
ス
の
秤

◆ 

選 

者 

詠

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
８
０
回

第
６
５
１
回

俳
句

お
知
ら
せ

五
月
二
十
七
日
沖
津
宮
現
地
大
祭
は
、
神
職
の
み
で
祭
祀
を
執
り

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
よ
り
沖
ノ
島
へ
の
一
般
参

列
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
二
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

宗
像
市	

佐
藤　
千
里	

三
〇
、〇
〇
〇
円

江
南
市	

杉
山　
善
信

名
古
屋
市	

髙
宮　
弘
樹	

一
〇
、〇
〇
〇
円

越
谷
市	

尾
﨑　
輝
久

宗
像
市	

岩
見　
貴
史

五
、〇
〇
〇
円

宇
部
市	

篠
原　
正
行

遠
賀
郡	

松
浦　
浩
一

嘉
穂
郡	

吉
貝
威
芙
紀

北
九
州
市	

津
崎　
健
一

渋
谷
区	

柳
瀬　
育
代

田
川
市	

前
田　
雅
仁

鳥
栖
市 

立
ち
飲
み
焼
肉
バ
ル
騎
驢
覓
驢

流
山
市	

賀
来　
宏
和

鉾
田
市	

小
沼　
俊
秀

横
浜
市	

野
口
勢
津
子	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義	

二
、〇
〇
〇
円

阿
久
根
市	

双
津　
　
真

生
駒
市	

豊
﨑　
倫
臣

大
田
区	

大
谷　
行
男

岡
山
市	

竹
内　
安
代

霧
島
市	

迫　
あ
や
子

霧
島
市	

迫　
　
弘
美

古
賀
市	

杉
山　
　
篤

世
田
谷
区	

桜
井　
繁
子

知
多
郡	

奥
村　
祐
司

福
岡
市	

吉
冨　
功
一

港　
区	

半
澤　
洋
子

箕
面
市	

青
木　
正
樹
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先
日
、
海
の
中
道
は
る
か
ぜ

マ
ラ
ソ
ン
ハ
ー
フ
の
部
に
参
加
し
た
。
約
一
カ
月

の
練
習
を
重
ね
迎
え
た
本
番
、
天
候
に
恵
ま
れ
絶

好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
っ
た
▼
十
一
時
一
〇
分

号
砲
と
共
に
、
約
二
〇
〇
〇
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
た
▼
二
十
一
キ
ロ
と
い
う
長
い
距
離
は

自
分
と
の
闘
い
で
あ
る
。
折
れ
そ
う
な
自
分
の
心

を
支
え
た
の
は
沿
道
か
ら
の
声
援
や
と
も
に
参
加

し
た
仲
間
の
一
生
懸
命
走
る
姿
で
あ
っ
た
▼
結
果

は
昨
年
の
記
録
を
七
分
更
新
で
き
た
。
そ
れ
に
も

ち
ろ
ん
喜
び
を
感
じ
た
が
、
完
走
し
た
達
成
感
の

な
か
に
、
郷
里
山
口
県
の
出
身
で
陸
上
選
手
・
田

島
直
人
氏
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
▼
「
勝
利
の
喜

び
は
努
力
の
過
程
に
あ
り
勝
利
の
結
果
に
は
な

い
」
こ
の
言
葉
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
あ
っ
た
。	

（
黒
）

編
集
後
記

１日	 春季大祭	 午前11時
────────────────────
２日	 春季総社祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社春季大祭　
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
29日	 昭和祭	 午前11時
────────────────────
30日	 沖津宮春季大祭	 午前 9 時
	 於＝沖津宮遙拝所
	 中津宮春季大祭	 午前11時
	 於＝中津宮本殿
────────────────────
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